「避難所での福祉活動と自閉症の理解」
～能登半島地震を通じて～
（2025.3.2＠草津キラリエ＆ＺＯＯＭ）
昨年元旦に発生した能登半島地震における避難所での福祉支援活動の経験を踏まえて、災害時に不安を持つ自閉症児者や支援者が一歩前進できるきっかけとなることを意図して、学習会を開催しました。

講師には、社会福祉法人きぬがさ福祉会きぬがさ作業所の北畑正弘氏をお招きし、災害派遣福祉チーム（DWAT）の活動を通じて、避難所での状況や支援体験を共有いただきました。
支援対象者の困り感が分からない中で直接会って支援ポイントを手探りで把握し対処していった苦労や、地震発生により行政等の支援につながるきっかけになったケースなど、現場で体験された具体的な話を聴かせていただきました。
その後、もし仮に滋賀県で災害が発生したら各人がどう対処するのかといったことを参加者同士で考えることを共有し合い、災害時の対応を公助・共助・自助の観点で考える貴重な機会となりました。
北畑様にはこのような貴重な機会をいただき、この場を借りて改めてお礼申し上げます。
滋賀県自閉症協会におきましては、今後もこうした学習会等の活動を継続してまいりますので、ぜひともご支援のほど、よろしくお願いいたします。
＜参加者の感想＞
· 避難所でも安心して避難できるくらい、自閉症理解が世の中で進めば、悩み度合いもずいぶ
ん下がってくるのではと考える機会になりました
· しがDWATの活動に参加された方のお話しを聞くことができ、とても貴重な経験となりました。
災害が発生し避難所に行くことになった場合、どのような状況が予想されるかを具体的にイメージすることができました。　準備に関する多くのヒントを頂き、大変参考になりました。
ありがとうございました。
· 学習会では大変お世話になり、ありがとうございました。大変勉強になりました。

私の所属する事業所でも、災害時に利用者の方々を支援し続ける課題について議論はなされているのですが、今回のお話にありましたように、実際に被災地に赴いて支援をされる、というのは、何物にも代えがたい貴重なご経験です。まだそこまで踏み出せていない者に貴重な示唆を与えるものでした。

現地の複雑な状況を的確に認識して対応することの大切さを痛感しました。また自分たちの地元でも、平時から、災害時の対応について、関係者間で予め意見交換をおこなって共通の認識を養っておくことの重要性を教えられました。

今後も引き続き、今回のような先進的な取り組みから学んでいくことができましたら幸いです。　今回は本当に貴重な機会を設けていただきましてありがとうございました。

· 能登半島地震直後は、自分事として考えなければと思ったはずなのに毎日のことに追われ時
間だけが過ぎて行ってしまっていました。　今回のお話しを聞かせていただき我が家でできることを始めたいと思いました。　能登の地域性を活かした復興を願っています。
· 息子は自分が心配なこと・不安なことを取り込みすぎる傾向があります。　災害という非日常
のシュミレーションに安心できる事柄を入れながら親子で安心度を上げたいと思いました。
· １・５次避難所・DWAT等の言葉を初めて聞きました。　たくさんの方が被災地に入って活動さ
れた事を知り、情報や支援の連携の難しさがあるなかで支援を継続された事が、今後の効果的な取り組みとなっていったら、それが安心安全への確実な一歩となるのではと思いました。
· 普段から我が子の姿を通して自閉症理解を進めることが災害時においても地域で住み続け
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るためには必要なことであると感じました。　本日は有難うございました。
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